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令和５年度 補装具に係る調査研究について
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装具の破損例

早期の対応が必要である

支給しっぱなしでは
いけない
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背 景
令和2から3年度に実施した「補装具費支給制度等における適

切なフォローアップ等のための研究（20GC1012）」では、
治療用装具や補装具の支給とフォローアップに関して種々の
取り組みが各地でなされていることが明らかとなった。

しかし、多くの地域ではフォローアップが地域全体の仕組み
として確立しておらず、限られた機関や個人の努力で行われ
ている段階である。

1年目は数か所の自治体・更生相談所、および補装具製作事
業者において具体的なフォローアップ方策を試行する。併せ
て利用者支援の方策を具体化した。2年目は1年目の試行結果
を検討し方策を修正し、まとめを作成した。
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代表的な問題点・課題

修理ができることを知らない。

どこに相談をしたらよいのか知らない。

自分の装具の製作事業者の名前さえ知らない。
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問題が生じる時期

回復期リハビリ
テーション病棟

• 急性期病院でも同様

• 治療用として作製

更生相談所等 • 更生用として初めて作製

更生相談所等 • 再作製

福祉への
移行の問題

補装具としての
フォローの問題

適切な補装具
かどうかは
別問題
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有効なフォローアップ体制確立のために

利用者・
家族

更生相談所

医療機関

製作事業者

地域支援者
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研究体制
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基盤となる取組

補装具利用者への効果的なフォローアップのために目指す姿

全体像

•利用者自身が、補装具の適切な利用方法を理解し、適切な利用を行うと共に、必要な際はメンテンナンスの依頼を行う。
•関係者が、利用者が補装具を適切に利用できるよう、場面毎にフォローする。

補装具の判定～引渡し 補装具引渡し後(日常利用時)

治療用装具の製作(入院中) 治療用装具の日常利用(退院後)

製作事業者 自治体窓口
（医療保険)

医療機関
（回復期リハ）

移行説明 窓口案内

チラシ等配布

QRコード

製作事業者 更生相談所

適正利用・
メンテナンスの
必要性説明

補装具管理
手帳配布

補装具管理
手帳配布

アプリ紹介

自治体窓口
(補装具費)

チラシ等配布

適正利用・
メンテナンス案内

医療機関
（回復期リハ）

製作事業者

利用者へ連絡

オンライン確認

訪問リハスタッフ
ケアマネ等

チェック・声掛け

製作事業者

移行説明

訪問リハスタッフ
ケアマネ等

チェック・声掛け

目指す姿

医療機関
(回復期リハ)

医療機関
(回復期リハ)

教育現場

補装具教育増加

更生相談所

研修会の開催
管理・通知
アプリ運用

ICT関連企業

拠点病院の確立

書類判定増加

オンライン判定

利用者を含む
関係者の情報共有の場

当時者の「知る」
機会の増加

まとめ 作成協力 NTTデータ経営研究所
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フォローアップを行う具体的ツールの例

10



利用者および支援者向けパンフレットの
コンセプト

利用者参加の意義を示す

破損や不適合が及ぼす影響を示す

特定の義肢装具に限らない

実例の写真を示す

チェックポイントを簡潔にまとめる

破損や不適合を生じた際の対応を示す
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 今後、HP掲載などを進めます。
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令和６年度 補装具に係る調査研究について
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来年度開始の公募課題について（概要）
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